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［
技
術
普
及
課
］
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日

に
か
け
、
中
部
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い

て
、「
平
成
二
十
五
年
度
中
部
森
林
技
術
交
流

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
国
有
林
及
び
民
有
林

の
行
政
・
教
育
・
研
究
機
関
、
団
体
等
が
、
森

林
・
林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
、
技
術
開
発

等
、
日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
の
発
表
を
通
じ
て

交
流
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林
業
の

推
進
と
普
及
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
国
有
林
関
係
か
ら
十
二
課
題
、
民

有
林
、
学
校
関
係
等
か
ら
十
四
課
題
、
合
わ
せ

て
二
十
六
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、

木
局
長
か
ら
『
国
有
林

野
事
業
の
一
般
会
計
化
の
初
年
度
に
あ
た
る
今

年
度
の
発
表
会
は
、
関
係
団
体
等
と
の
共
同

課
題
が
際
立
ち
、「
産
・
学
・
官
」
が
連
携
し
、

日
頃
の
研
究
成
果
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

意
義
深
い
も
の
が
あ
り
、
発
表
会
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
発
表
者
の
皆
さ
ん
は
も

と
よ
り
、
職
場
の
同
僚
、
学
校
の
同
級
生
、
さ

ら
に
は
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
。
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め
と
す
る

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
再
生
可
能
な
資

源
と
し
て
の
木
材
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
さ
ら

に
農
山
村
地
域
の
雇
用
を
創
出
す
る
環
境
保
全

型
産
業
と
し
て
の
林
業
に
対
す
る
国
民
の
方
か

ら
の
期
待
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
本
日
の
発
表
会
が
民
国
の
連
携
、
あ
る
い

は
行
政
・
学
術
・
産
業
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

そ
の
期
待
に
し
っ
か
り
と
応
え
ら
れ
る
場
と
な

る
こ
と
を
祈
念
す
る
。』
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
国
有
林
関
係
の
発
表
で
は
、
森
林

施
業
、
国
土
保
全
等
の
各
分
野
か
ら
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
試
験
研
究
、
事
例
報

告
を
中
心
に
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
や
、
地
域

と
協
働
し
た
取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

課
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
有
林
関
係
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

学
生
・
民
有
林
関
係
の
発
表
で
は
、
岐
阜
県
立

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
、
信
州
大
学
、
長
野
県

林
業
大
学
校
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
校
、
岐

阜
県
立
岐
阜
農
林
高
校
、
愛
知
県
立
田
口
高

校
、
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
森
林
総
合

研
究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
中
部
整
備

局
、
有
限
会
社
和
建
築
設
計
事
務
所
、
サ
ン
ト

リ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
水
科
学
研
究
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
掘
り
下
げ
た
課
題
や
新
た
に
取
り
組
ん
だ

開
発
課
題
に
対
す
る
調
査
・
研
究
に
よ
り
得
ら

れ
た
成
果
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

二
日
間
の
発
表
終
了
後
、
松
本
森
林
整
備
部

長
か
ら
国
有
林
の
部
の
優
秀
賞
三
課
題
の
発
表

を
行
う
と
と
も
に
、
各
課
題
の
着
眼
点
や
効

果
、
期
待
す
る
今
後
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
信
州
大
学
農
学
部
加
藤
正
人
教
授
と
名
古

屋
大
学
大
学
院
山
田
容
三
准
教
授
か
ら
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

木局長の挨拶

加藤正人教授の講評

発表会場の様子

審査員の方々

平
成
二
十
五
年
度
中
部
森
林
技
術

　
　
　
　
　交
流
発
表
会
を
開
催

「
産
・
学
・
官
が
連
携
し
て
成
果
を
発
表
」
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今
回
は
、
民
有
林
、
学
校
関
係
等
か
ら
多
く

の
課
題
を
応
募
い
た
だ
き
、
発
表
者
・
聴
講
者

等
を
含
め
約
三
百
五
十
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
森
林
・
林

業
技
術
の
推
進
と
普
及
に
向
け
、
各
署
等
で
の

技
術
開
発
、
地
域
と
連
携
し
た
調
査
・
研
究
な

ど
、
民
有
林
関
係
者
と
の
共
働
・
協
調
を
深

め
、
そ
の
成
果
の
共
有
と
情
報
発
信
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
課
題
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
国
有
林
の
部

○
優
秀
賞

◦
治
山
ダ
ム
に
お
け
る
県
産
材
コ
ン
ク
リ
ー
ト

�

型
枠
合
板
の
実
証
的
施
工
に
つ
い
て

　
　

中
信
署　

長
濱　

健
、
岡
庭
敏
夫

◦
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ

�
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

　
　

木
曽
署　

黒
澤
友
大

　
　

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合　

鈴
木
隆
志

◦
サ
サ
生
地
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
苗
を

�

活
用
し
た
更
新
の
試
み

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

早
川
幸
治

　
○
努
力
賞

◦
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業

�

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　

北
信
署　

木
内
重
明
、
森
田
直
宏

　
　

信
州
大
学
農
学
部　

大
塚　

大

◦
白
馬
岳
の
山
火
事
跡
地
の

�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て

　
　

中
信
署　

有
賀　

茂

　
　

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所

　
　
　

佐
々
木
明
彦
、
高
橋
耕
一
、
鈴
木
啓
助

◦
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
製
治
山
ダ
ム

�

の
施
工
に
つ
い
て

　
　

南
信
署　

澤
口
章
一
、
中
屋　

忍

山田容三准教授の講評
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◦
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
に
向
け
た

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

南
木
曽
支
署　

三
村
晴
彦
、
吉
村
芙
美
子

◦
急
傾
斜
地
に
お
け
る
法
枠
工
の
経
過
と

�

勾
配
緩
和
網
の
導
入
に
つ
い
て

　
　

富
山
署　

竹
内
智
絵

　
　

日
本
植
生
株
式
会
社　

秋
田
好
弘

◦
民
国
連
携
に
よ
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の

�

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

�

（
指
標
林
の
設
定
）

　
　

飛
騨
署　

日
置
順
昭

　
　

岐
阜
県
飛
騨
農
林
事
務
所　

中
谷
和
司

◦�

岐
阜
県
恵
那
農
林
事
務
所
と
の
連
携
（
恵
那

農
業
高
校
の
国
有
林
等
見
学
の
取
組
外
）

　
　

東
濃
署　

大
野
裕
康

◦
中
部
森
林
管
理
局
管
内
に
お
け
る

�

高
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
林
分
構
造

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

早
川
幸
治

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　

横
井
秀
一

　
◦
シ
カ
の
不
嗜
好
植
物
と
の
混
植
に
よ
る

�

ヒ
ノ
キ
苗
の
食
害
軽
減
効
果
の
検
証

　
　

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー　

千
村
知
博

　
　

岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部　

安
藤
正
規

□
民
有
林
の
部
（
森
林
林
業
振
興
賞
）

◦
Ｃ
Ｓ
立
体
図
を
活
用
し
た
作
業
路
の

�

線
形
の
検
証
に
つ
い
て

　
　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

高
橋
太
郎

◦
雪
害
抵
抗
性
品
種
「
出
羽
の
雪
」
の

�

試
験
導
入
に
つ
い
て　

�

富
山
・
岐
阜
に
お
け
る
事
例

　
　

森
林
総
合
研
究
所

　
　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
中
部
整
備
局

　
　
　

河
原
田
裕
二
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◦
木
曽
ヒ
ノ
キ
材
に
よ
る

�

超
断
熱
木
製
サ
ッ
シ
の
開
発

　
　

有
限
会
社
和
建
築
設
計
事
務
所

　
　
　

青
木
和
壽

◦�

岐
阜
県
東
白
川
村
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林

に
お
け
る
水
源
涵
養
機
能
改
善
に
向
け
た

�

調
査
研
究

　

�　

�

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社　

川
崎
雅
俊

　
　

筑
波
大
学　

恩
田
裕
一
、
小
松
義
隆

□
学
生
の
部
（
奨
励
賞
）

◦�

長
野
県
西
部
地
震
に
伴
う
御
岳
土
石
流
跡
に

�

お
け
る
約
三
十
年
間
の
植
生
遷
移

　
　

信
州
大
学
農
学
部

　
　
　

堀
井
涼
香
、
北
原　

曜
、
小
野　

裕

◦
航
空
機
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
デ
ー
タ
を

�
用
い
た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
推
定

�
岡
谷
市
横
川
地
区
を
事
例
と
し
て

　
　

信
州
大
学
農
学
部

　
　
　

本
村
亜
紀
、
加
藤
正
人

　
　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

戸
田
堅
一
郎

◦
木
曽
地
方
三
浦
実
験
林
に
お
け
る
ヒ
ノ
キ

�

天
然
更
新
に
微
地
形
と
土
壌
が
及
ぼ
す
影
響

　
　

信
州
大
学　

農
学
部　

森
本
壮
一
郎

◦
木
質
成
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
抽
出
試
験

�

木
材
需
要
拡
大
へ
の
提
案

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校　

古
田
啓
悟

◦
狩
猟
サ
ミ
ッ
ト
報
告

�

立
ち
上
が
る
若
手
ハ
ン
タ
ー
た
ち

　
　

長
野
県
林
業
大
学
校　

高
津
勇
佑

◦
コ
ナ
ラ
の
胸
高
直
径
か
ら
シ
イ
タ
ケ
原
木
と

�

薪
の
収
穫
量
を
推
定
す
る

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　

田
中
一
徳

　
◦
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り

　
　

岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
校

　
　
　

纐
纈　

樹
、
田
立
達
也
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◦
フ
ク
シ
マ
の
林
業
従
事
者
が
安
心
し
て

�

働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り

　
　

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　

渡
邉
篤
慶

◦
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
林
業
被
害
の

�

対
策
方
法
を
探
る

�

枝
条
巻
き
・
テ
ー
プ
巻
き
の
効
果
の
検
証

　
　

岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高
校

　
　
　

小
畑　

晃
、
後
藤
洋
哉

◦
間
伐
材
の
有
効
利
用

�

木
材
燃
料
「
ア
ツ
マ
ル
」
の
開
発
と
普
及

　
　

愛
知
県
立
田
口
高
校

　
　
　

寺
田
美
里
、
両
星
達
也

　
～
ご
案
内
～

　

�　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
中

部
森
林
技
術
交
流
発
表
会
及
び
、
業
務
研
究

発
表
会
等
に
お
け
る
発
表
内
容
を
「
発
表
要

旨
集
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
中
部
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
」
→
「
森
林
管

理
署
等
概
要
」
→
「
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
」
→

「
新
着
情
報
」
で
掲
載
中

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/
gijyutu/index.htm

l

 

［
木
曽
署
］
二
月
六
日
（
木
）
木
曽
文
化
公
園

に
て
「
桶
・
樽
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
桶
や
樽
に
代
表
さ
れ
る

木
曽
に
育
む
木
を
利
用
し
た
木
製
品
の
普
及
と

利
用
拡
大
を
目
的
に
「
第
十
七
回
森
林
と
緑
を

育
む
集
い
」
の
中
心
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
外
か
ら
の
一
般
参
加
者
と
と

も
に
、
長
野
県
・
林
野
庁
・
関
係
町
村
・
関
係

団
体
な
ど
か
ら
の
参
加
が
あ
り
、
約
四
百
五
十

名
と
な
り
、
ホ
ー
ル
入
口
に
併
設
さ
れ
た
地
元

木
工
品
展
示
ブ
ー
ス
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

審査員の質疑

トークセッション

桶
・
樽
サ
ミ
ッ
ト
開
催
さ
れ
る

「
木
製
品
復
活
へ…

」

「
木
製
品
復
活
へ…

」


